
 

様式２ 

学 校 評 議 員 会 議 録 

開催日時  令和３年３月５日(金) 18時00分 ～ 19時35分 

会  場  北海道南幌高等学校 １Ｂ教室 

出席者数  学校評議員 ４名  学校側 ６名 

出席者名 

 川 上 裕 一 

 田 中 ミカヱ 

 西 川 志津子 

 林   郁 雄 

 矢 橋 佳 之(校 長) 

 青 島 正 樹(教 頭)  

 宮 本 理 絵(事務長) 

 上 津 隆 路(教務部長) 

 大 澤 信 哉(生徒指導部長) 

 川 上 美知代(進路指導部長) 

校長が意見を求めた事項 学 校 評 議 員 の 意 見  等 

    

学校概況及び課題解決に向けた取組

について 

 

１ 保健室活用と問題を抱える生徒への支援について 

（１） 問題が表面化していない子も、内にストレスを 

秘めているケースもある。親として、過干渉でも

放置し過ぎでも難しく、対応や情報等について、

学校と保護者の連携強化を期待したい。 

（２） 声なき声を拾い上げるうえでも保健室の存在 

は重要であり、雰囲気づくりも大事。親から子へ

のアプローチは、馴れ合いになってしまっている

ことも多く、そこを学校で救ってもらい、良好な

関係が築かれると望ましい。 

 

２ 進路指導について 

 （１）学校生活と現実社会のギャップが大きくならな

いよう、社会への接続を意識した指導の充実をお

願いしたい。 

 

３ 新聞活用授業について 

 （１）NIE（Newspaper in Education）による新聞活用授業

について、思想の観点等、取扱教材として難しい

側面もあるが、見出しの有り様や、これだけの情

報が日々届くすごさなど、幅広い視点で有効に活

用いただきたい。 

 

４ 『南幌学』等、今後の学校取組について 

 （１）南幌学、南幌町の姉妹都市である多良木町への

見学旅行を通し、生徒達の成長、変化を期待して

いる。多良木でのプレゼンテーションの様子等に

ついては、ぜひ、南幌町へ向けても、何らかの形

で、配信していただきたい。 

 

  上記のとおり会議を開催した。 

                                令和３年３月８日 

                                      北海道南幌高等学校長  矢 橋 佳 之 

  ※ 別の書式により意見聴取の内容を整理している場合は、それを添付し保管すること。 

  ※ 配付資料等を添付し保管すること。 


